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平
成
19
年
度
の
決
算
が
９
月
定
例
議

会
に
お
い
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

町
へ
ど
の
く
ら
い
お
金
が
入
っ
て
き

て
、
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の
か
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

財
政
状
況
は
一
体
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
、
皆
さ
ん
、
よ
〜
く
チ
ェ
ッ
ク

し
て
く
だ
さ
い
ね
。
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平
成

年
度

1199

総
　
額

一
般
会
計

一
般
会
計
と
８
つ
の
特
別
会
計

の
決
算
総
額
は
、
歳
入
が
１
６
１

億
５
、
３
９
０
万
円
、
歳
出
が
１

５
１
億
６
、
４
２
６
万
円
と
な
り

ま
し
た
。
前
年
度
と
比
較
す
る
と
、

歳
入
、
歳
出
と
も
３
・
６
％
の
増

と
な
り
ま
し
た
。

【
歳
入
】

歳
入
は
１
２
８
億
２
、
４
７
２

万
円
。
前
年
度
と
比
べ
る
と
１
・

８
％
の
増
、
金
額
に
し
て
約
２
億

２
、
０
０
０
万
円
の
増
収
と
な
り

ま
し
た
。

３
ペ
ー
ジ
の
円
グ
ラ
フ
の
と
お

り
、
最
も
多
い
も
の
は
町
税
で
全

体
の
約
33
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

町
税
の
中
で
は
、
固
定
資
産
税

（
原
子
力
発
電
所
に
係
る
大
規
模
償

却
資
産
な
ど
）
が
約
４
億
円
の
増

収
と
な
り
ま
し
た
。

町
税
と
同
じ
く
主
要
な
収
入
源

と
な
る
の
が
、
国
・
県
か
ら
交
付

さ
れ
る
国
庫
支
出
金
と
県
支
出
金
。

合
わ
せ
て
約
46
億
円
の
歳
入
が
あ

り
、
主
な
も
の
で
は
「
電
源
立
地

地
域
対
策
交
付
金
」
が
17
億
１
、

４
８
２
万
円
、「
原
子
力
発
電
施
設

等
立
地
地
域
補
助
金
」
が
17
億
９
、

０
０
０
万
円
、「
核
燃
料
税
交
付
金
」

が
２
億
５
、
７
４
９
万
円
な
ど
、

原
子
力
発
電
所
を
有
す
る
町
に
交

付
さ
れ
る
お
金
が
多
く
を
占
め
て

い
ま
す
。

普
通
交
付
税
は
一
定
の
基
準
に

よ
り
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
も
の
で
、

平
成
19
年
度
の
財
政
力
指
数
が

１
・
０
８
７
で
あ
る
本
町
は
本
来

で
あ
れ
ば
不
交
付
団
体
（
１
・
０

以
上
は
交
付
さ
れ
な
い
）
と
な
る

は
ず
で
す
が
、
合
併
特
例
法
に
よ

り
、
旧
名
田
庄
村
が
存
在
す
る
も

の
と
し
て
算
定
し
た
額
が
平
成
27

年
度
ま
で
交
付
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

【
歳
出
】

歳
出
は
１
１
８
億
６
、
８
４
８

万
円
。
前
年
度
と
比
べ
る
と
１
・

５
％
の
増
、
金
額
は
約
１
億
８
、

０
０
０
万
円
の
増
額
と
な
り
ま
し

た
。費

目
の
割
合
は
全
体
の
約
36
％

を
占
め
る
総
務
費
が
最
も
高
く
な

っ
て
お
り
、
次
に
民
生
費
、
土
木

費
と
続
い
て
い
ま
す
。

主
な
事
業
と
し
て
、
総
務
費
で

は
、「
第
１
次
お
お
い
町
総
合
計
画
」

の
策
定
が
完
了
し
た
ほ
か
、「
i
ネ

ッ
ト
ぴ
あ
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
基
づ
く

高
速
通
信
網
整
備
に
お
い
て
光
ケ

ー
ブ
ル
の
配
線
や
告
知
放
送
設
備

の
整
備
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

民
生
費
で
は
、
あ
み
ー
シ
ャ
ン

大
飯
の
改
修
な
ど
を
、
土
木
費
で

は
、
う
み
ん
ぴ
あ
大
飯
事
業
に
お

い
て
街
路
灯
や
ボ
ー
ド
ウ
ォ
ー
ク

の
整
備
な
ど
を
実
施
。
衛
生
費
で

は
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
総
合
施

設
（
な
ご
み
）
の
整
備
工
事
（
第

３
期
整
備
）
な
ど
に
支
出
し
ま
し

た
。こ

の
ほ
か
の
主
な
事
業
に
つ
い

て
は
、
下
の
一
覧
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

平
成
19年
6月
号
の

19年
度
予
算
で
紹
介
し
た

各
分
野
の
主
要
事
業
よ
り

うみりん

今
後
も
引
き
続
き
コ
ス
ト
削
減

を
徹
底
し
、
明
る
い
未
来
に
向
け

た
健
全
財
政
の
持
続
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

消防費
若狭消防組合事業　　　　　 2億5,169万円

教育費
中学校校舎等改修事業　　　　　2,727万円
若州一滴文庫管理事業　　　　　4,447万円
名田の荘郷づくり拠点施設整備事業　

2,752万円
給食センター事業　　　　　　　6,552万円

議会費
議会運営事業　　　　　　　　　6,919万円



合　　計

特定環境保全
公共下水道

118億6,848万円
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町税
33.6％

43億849万円

総務費
36.3％

43億499万円

民生費
12.0％

14億2,177万円

衛生費
10.1％

11億9,702万円

教育費
7.8％

9億2,890万円

公債費　5.7％
6億7,852万円

消防費　2.3％
2億6,838万円

商工費　2.0％
2億4,027万円

議会費　0.8％
9,985万円

その他　0.4％
4,950万円

その他
14.2％

18億1,745万円
繰越金
3.8％

4億9,188万円

繰入金
1.2％

1億5,004万円

（財産収入、使用料及び手数料、
分担金及び負担金、町債など）

国庫支出金
15.4％

19億7,860万円

県支出金
20.5％

26億3,256万円

土木費
11.7％

13億8,663万円

地方交付税
11.3％

14億4,570万円

農林水産業費
10.9％

12億9,265万円

歳入 128億2,472万円
一般会計

特別会計

一般会計

平成19年度会計別決算額

一　般　会　計 128億2,472万円

9億259万円

8億153万円

2億99万円

6億489万円

834万円

3億4,106万円

3億1,703万円

1億5,275万円

161億5,390万円

8億9,527万円

8億153万円

1億8,374万円

5億9,606万円

834万円

3億4,106万円

3億1,703万円

1億5,275万円

151億6,426万円

732万円

0円

1,725万円

883万円

0円

0円

0円

0円

9億8,964 万円

118億6,848万円 9億5,624万円

会　　計 歳　　入 歳　　出 差　　引

老 人 医 療

国民健康保険

介 護 保 険

介護サービス

簡 易 水 道

農業集落排水

国 民 健 康
保 険 診 療

自主財源 48.8％　 依存財源 51.2％

歳出

特
　
別
　
会
　
計

出たお金

8つの特別会計決算額は、
この表でチェックしてね。
特別会計を前年度と比較す

ると歳入が11.3％の増、歳出
も11.9％の増となりました。

入ったお金

総務費
高速通信網構築事業　　　 3億4,520万円
デジタル放送設備整備事業　　　4,274万円
スーパー大火勢開催事業　　　　4,487万円
名田庄星のフィエスタ事業　　　1,002万円
コミュニティバス運行事業　　　3,747万円
防災対策事業　　　　　　　　　4,397万円
有線放送施設統合事業　　　　　2,459万円

民生費
心身障害者医療費助成事業　　　3,885万円
知的障害者援護施設支援費事業　2,721万円

あみーシャン大飯改善事業　 1億6,236万円
児童手当及び児童扶養手当支給事業　

7,077万円

衛生費
保健・医療・福祉総合施設整備事業　
（第3期整備） 1億7,981万円
ごみ収集運搬事業　　　　　　　2,926万円
清掃センター管理事業　　　 4億1,061万円

農林水産業費
農産加工施設整備事業　　　　　1,808万円
地籍調査事業　　　　　　　　　5,493万円

中山間地域総合整備事業　　 1億2,083万円
きのこの森管理運営事業　　　　5,607万円
林産加工施設整備事業　　　　　6,249万円
藻場造成事業　　　　　　　　　2,113万円

商工費
頭巾山青少年旅行村管理運営事業 4,519万円

土木費
道路新設改良事業　　　　　 2億4,966万円
道路維持補修事業　　　　　 1億4,898万円
うみんぴあ大飯事業　　　　 3億246万円
排水処理施設整備事業　　　 3億6,968万円
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賞
　
　
　
　
　
競
技
名

体
育
功
労
賞
　
　
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

優
秀
指
導
者
賞
　
野
　
球

優
秀
選
手
賞
　
　
ボ
ー
ト

〃
　
　
　
　
ボ
ー
ト

〃
　
　
　
　
ボ
ー
ト

〃
　
　
　
　
ボ
ー
ト

〃
　
　
　
　
ボ
ー
ト

〃
　
　
　
　
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

〃
　
　
　
　
水
　
泳

〃
　
　
　
　
水
　
泳

〃
　
　
　
　
ウ
ェ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ

〃
　
　
　
　
水
　
泳

〃
　
　
　
　
水
　
泳

〃
　
　
　
　
ウ
ェ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ

〃
　
　
　
　
陸
　
上

〃
　
　
　
　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

〃
　
　
　
　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

〃
　
　
　
　
水
　
泳

〃
　
　
　
　
ウ
ェ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ

〃
　
　
　
　
野
　
球

〃
　
　
　
　
弓
　
道

〃
　
　
　
　
水
　
泳

氏
　
名

菅
原
　
通
夫

若
泉
裕
一
郎

松
尾
　
　
篤

東
山
　
　
渚

島
田
　
尚
子

鹿
谷
　
敬
祐

中
嶋
　
　
睦

中
谷
　
　
翼

藤
井
　
愛
彩

藤
井
　
健
人

岡
　
　
仁
亮

常
木
　
颯
斗

藤
井
　
愛
華

欠
戸
　
泰
博

早
川
　
　
翼

金
子
　
　
剛

柿
本
　
高
志

福
井
三
智
子

田
中
　
信
也

辻
　
　
裕
介

小
原
　
摩
依
　

安
永
　
将
太

賞
　
　

競
技
名

優
秀
選
手
賞
　
　
水
　
泳

〃
　
　
　
　
水
　
泳

〃
　
　
　
　
野
　
球

〃
　
　
　
　
野
　
球

〃
　
　
　
　
野
　
球

〃
　
　
　
　
野
　
球

〃
　
　
　
　
野
　
球

〃
　
　
　
　
野
　
球

〃
　
　
　
　
野
　
球

〃
　
　
　
　
野
　
球

〃
　
　
　
　
野
　
球

〃
　
　
　
　
野
　
球

〃
　
　
　
　
野
　
球

〃
　
　
　
　
野
　
球

〃
　
　
　
　
野
　
球

〃
　
　
　
　
野
　
球

〃
　
　
　
　
野
　
球

〃
　
　
　
　
野
　
球

〃
　
　
　
　
野
　
球

〃
　
　
　
　
野
　
球

〃
　
　
　
　
野
　
球

〃
　
　
　
　
野
　
球

氏
　
名

福
井
寿
々
香

濱
手
　
太
秀

高
松
　
銀
河

寺
井
　
和
輝

間
宮
　
弘
光

正
津
　
大
地

芝
　
恵
里
香

小
原
　
　
卓

荒
木
　
奏
太

荒
木
　
基
也

沖
　
　
啓
希

中
村
　
大
佑

渡
邉
　
大
修

林
　
　
明
寿

岩
山
　
昂
生

時
岡
　
威
行

谷
口
　
聖
将

齋
藤
　
優
希

椎
原
　
悠
也

浦
松
　
大
記

南
　
　
和
貴

益
井
　
　
泰

力
作
フ
ォ
ト
集
う

◎
特
選
は
小
林
利
秋
さ
ん
（
福
井
市
）

2
0
0
8
ス
ー
パ
ー
大
火
勢
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
作
品
決
定

今
年
は
99
点
の
応
募
が
あ
り
、
ど
れ
も
ス
ー
パ
ー
大
火
勢
の
い
ろ

い
ろ
な
表
情
を
と
ら
え
た
力
作
ば
か
り
で
し
た
。
慎
重
な
審
査
の
結

果
、
特
選
の
ほ
か
、
６
つ
の
賞
に
10
人
の
作
品
が
入
選
。
全
て
の
応

募
作
品
は
11
月
１
日
（
土
）
か
ら
３
日
（
月
）
に
開
催
の
町
民
文
化

祭
で
展
示
す
る
予
定
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

昨
年
も
入
賞
さ
れ
た
小
林
さ
ん
は
「
ス
ー

パ
ー
大
火
勢
の
力
強
さ
と
若
衆
た
ち
の
達
成

感
や
満
足
感
を
表
現
し
た
く
て
、
一
年
間
か

け
て
構
図
を
考
え
て
い
ま
し
た
。
そ
の
瞬
間

を
と
ら
え
た
、
狙
い
ど
お
り
の
写
真
が
撮
れ

ま
し
た
」
と
受
賞
の
喜
び
を
語
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

●町民の方では、田中茂行さん（山

田区）の「感動のスターマイン」が

（財）おおい町文化協会長賞を受賞。

●スーパー大火勢が倒れる瞬

間をとらえた小林さんの作品

「クライマックス」。

「クライマックス」

「感動のスターマイン」

おめでとうございます

晴れの受賞 ～20年度体育協会表彰（敬称略）～

町民民体育大会
大飯地域

声援を力に白熱！ 大
飯
地
域
町
民
体
育
大
会
が
開
催

さ
れ
、
か
け
っ
こ
や
玉
入
れ
、
二
人

三
脚
な
ど
、
10
種
目
に
幼
児
か
ら
高

齢
者
ま
で
が
出
場
し
楽
し
く
体
を
動

か
し
ま
し
た
。

注
目
を
集
め
た
綱
引
き
（
優
勝
＝

岡
田
区
）
や
年
代
別
リ
レ
ー
（
優

勝
＝
万
願
寺
区
）
は
、
区
民
の
力
を

集
結
さ
せ
て
の
総
力
戦
。
白
熱
し
た

真
剣
勝
負
に
会
場
は
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

各
区
の
テ
ン
ト
か
ら
は
励
ま
し
の

大
き
な
声
援
。
選
手
た
ち
は
力
い
っ

ぱ
い
競
技
に
参
加
し
、
気
持
ち
の
良

い
秋
空
の
下
で
さ
わ
や
か
な
汗
を
流

し
て
い
ま
し
た
。

（
10
月
12
日
　
総
合
運
動
公
園
多
目

的
グ
ラ
ウ
ン
ド
）
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去
年
来
た
と
き
は
70
〜
80
％
の

資
源
ご
み
が
し
っ
か
り
分
別
で
き

て
い
る
っ
て
聞
い
た
け
ど
、
今
は

ど
う
な
の
？

今
も
同
じ
ぐ
ら
い
の
割
合
で

し
っ
か
り
分
別
し
て
あ
り
ま

す
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
分
別
は
ず

い
ぶ
ん
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
ね
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
リ
ン
グ
が
と

て
も
は
ず
し
に
く
い
ん
だ
け

ど
・
・
・
。

リ
ン
グ
に
つ
い
て
は
な
る
べ

く
は
ず
し
て
も
ら
い
た
い
の

で
す
が
、
は
ず
し
に
く
い
と
感
じ

ら
れ
た
ら
無
理
に
は
ず
さ
ず
そ
の

ま
ま
出
し
て
く
だ
さ
い
。

他
の
資
源
ご
み
に
つ
い
て
は
ど

う
な
の
？プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装

に
つ
い
て
は
一
部
で
す
が
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
に
比
べ
正
し

い
分
別
が
で
き
て
い
る
と
は
い
え

ま
せ
ん
。

例
え
ば
ど
ん
な
と
こ
ろ
が
い
け

な
い
の
？去

年
も
話
し
ま
し
た
が
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
の

中
に
生
ご
み
や
オ
ム
ツ
な
ど
が
混

ざ
っ
て
い
る
こ
と
が
い
ま
だ
に
多

い
で
す
。
そ
れ
ら
が
正
し
く
分
別

し
て
あ
る
も
の
と
混
ざ
っ
て
し
ま

う
と
焼
却
処
分
す
る
方
法
し
か
な

く
、
資
源
に
で
き
る
量
が
減
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
対

象
と
な
る
廃
家
電
製
品
の

処
理
方
法
に
つ
い
て

こ
れ
ま
で
、
大
飯
地
域
に
お
住
ま

い
の
方
が
、
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
に

該
当
す
る
家
電
製
品
（
テ
レ
ビ
、
冷

蔵
庫
、
冷
凍
庫
、
洗
濯
機
、
エ
ア
コ

ン
）
を
町
が
指
定
し
た
協
力
店
に
依

頼
し
て
廃
棄
処
分
す
る
場
合
、
引
き

取
り
に
係
る
保
管
、
運
搬
料
金
に
つ

い
て
は
町
が
負
担
し
て
き
ま
し
た

が
、
平
成
21
年
度
か
ら
は
、
廃
棄
処

分
を
し
よ
う
と
す
る
人
に
負
担
し
て

い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

平
成
13
年
度
か
ら
、
同
法
の
施
行

に
あ
わ
せ
廃
家
電
製
品
の
リ
サ
イ
ク

ル
促
進
と
不
法
投
棄
防
止
を
目
的
に

行
っ
て
き
た
制
度
で
す
が
、
皆
さ
ま

の
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
に
関
す
る
意
識

の
高
ま
り
に
よ
り
、
一
定
の
効
果
を

収
め
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
今

後
は
家
電
製
品
を
買
わ
れ
た
お
店
や

買
い
替
え
を
さ
れ
る
お
店
に
廃
家
電

製
品
の
処
理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
名
田
庄
地
域
に
お
住
ま
い

の
方
は
今
ま
で
の
処
理
と
変
更
あ
り

ま
せ
ん
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
を

正
し
く
分
別
す
る
た
め
の
ポ
イ
ン

ト
は
？

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包

装
と
し
て
出
し
て
も
ら
う

ご
み
に
は
こ
の
よ
う
な
識
別
マ
ー
ク

が
つ
い
て
い
ま
す
の
で
、
ま
ず

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
汚
れ
て
い

な
い
も
の
は
そ
の
ま
ま
で
も
よ
い

の
で
す
が
、
汚
れ
が
付
い
た
も
の

は
軽
く
水
洗
い
し
て
か
ら
出
し
て

く
だ
さ
い
。
汚
れ
が
ひ
ど
く
て
洗

っ
て
も
取
れ
な
い
よ
う
な
場
合
は

「
燃
え
る
ご
み
」
と
な
り
ま
す
。
く

れ
ぐ
れ
も
生
ご
み
な
ど
を
混
ぜ
な

い
で
く
だ
さ
い
ね
。

う
〜
ん
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容

器
包
装
は
あ
ま
り
正
し
い
分
別
が

進
ん
で
い
な
い
よ
う
だ
ね
。

正
し
く
分
別
さ
れ
た
資
源
ご

み
は
、
再
利
用
さ
れ
生
活
用

品
な
ど
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
が
正
し
く
分
別
す
る

ぼくたちぼくたち｢資源ごみキャラクター資源ごみキャラクター｣が、去年のが、去年の1212月に月に
｢ごみの分別ルールを守って！ごみの分別ルールを守って！｣とお願いしたことをとお願いしたことを
覚えていますか？覚えていますか？
今月号では、もう一度リサイクルセンターへ行って今月号では、もう一度リサイクルセンターへ行って
資源ごみの分別状況を見たり、働いている人たちに資源ごみの分別状況を見たり、働いている人たちに
話を聞いたりしてきました。その結果は・・・。話を聞いたりしてきました。その結果は・・・。

ぼくたち｢資源ごみキャラクター｣が、去年の12月に
｢ごみの分別ルールを守って！｣とお願いしたことを
覚えていますか？
今月号では、もう一度リサイクルセンターへ行って
資源ごみの分別状況を見たり、働いている人たちに
話を聞いたりしてきました。その結果は・・・。 ●お問い合わせ　生活環境課 177・1111

こ
と
で
、
ご
み
か
ら
た
く
さ
ん
の

資
源
を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。
自
分
ひ
と
り
ぐ
ら
い
は
分
別

し
な
く
て
も
関
係
な
い
だ
ろ
う
と

考
え
ず
、
正
し
い
ご
み
の
分
別
に

皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

明らかに分別されていないと分かるごみ袋は、

理由を書いたシールを貼って収集を行いません。

←
×

×

プラ容器のはずがスプレー缶やビンの破片が・・・。
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名田庄診療所長　中村伸一

９
月
は
、
在
宅
で
４
人
も
の
方

が
最
期
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
ど

な
た
も
や
す
ら
か
な
最
期
で
、
ご

家
族
や
親
戚
の
方
々
に
看
取
み

と

ら
れ

て
の
大
往
生
で
し
た
。

こ
の
仕
事
を
始
め
て
20
年
目
、

名
田
庄
で
の
診
療
は
16
年
目
に
な

り
ま
す
が
、
最
期
の
看
取
り
が
、

だ
ん
だ
ん
と
つ
ら
く
な
っ
て
い
る

こ
と
を
自
分
で
感
じ
て
い
ま
す
。

命
の
大
切
さ
と
生
き
る
こ

と
の
意
味

〜
知
る
こ
と
で
は
な
く
、
感
じ
る

こ
と
〜

仕
事
と
い
う
も
の
は
、
最
初
の
う

ち
は
戸
惑
い
も
あ
る
か
わ
り
に
日
々

感
動
し
成
長
し
て
い
く
も
の
で
す
。

何
年
も
続
け
て
い
く
う
ち
に
慣
れ
て

き
て
、
楽
に
な
っ
て
い
く
の
が
普
通

で
す
。
と
こ
ろ
が
、
私
の
仕
事
の
中

で
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
「
慣
れ
」
と

無
縁
で
あ
る
の
が
看
取
り
で
す
。
慣

れ
る
ど
こ
ろ
か
、
む
し
ろ
し
ん
ど
く

な
っ
て
い
る
の
で
す
。

平
成
３
年
に
赴
任
し
た
後
の
数
年

間
に
自
宅
で
看
取
っ
た
方
々
は
、
最

初
に
お
会
い
し
た
と
き
か
ら
寝
た
き

り
の
方
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。
最
近
、

看
取
っ
て
い
る
方
々
は
、
以
前
は
元

気
に
外
来
に
通
っ
て
来
ら
れ
て
い
た

方
ば
か
り
で
す
。
一
人
ひ
と
り
の
患

者
さ
ん
と
の
十
数
年
と
い
う
長
い
歴

史
が
あ
り
、
お
元
気
な
こ
ろ
を
知
っ

て
い
る
だ
け
に
、
そ
の
最
期
を
看
取

る
こ
と
が
つ
ら
く
な
っ
て
き
て
い
る

の
で
す
。

そ
ん
な
中
で
、
最
近
、
と
て
も
感

動
す
る
場
面
を
み
る
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。
90
歳
を
超
え
た
高
齢
の
方
が

最
期
を
迎
え
、
私
が
死
亡
確
認
を
す

る
場
面
で
、
小
学
生
の
ひ
孫
さ
ん
が

泣
き
じ
ゃ
く
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の

子
の
肩
を
抱
き
な
が
ら
、
長
年
介
護

し
続
け
て
き
た
お
嫁
さ
ん
が
ひ
と
こ

と
言
い
ま
し
た
。

「
え
え
か
。
よ
ー
く
、
見
て
お
く

ん
や
で
。
人
間
は
最
期
は
み
ん
な
、

こ
う
な
る
ん
や
か
ら
な
。
つ
ら
く
て

も
、
よ
ー
、
見
て
お
き
な
さ
い
よ
」。

こ
の
瞬
間
は
震
え
る
く
ら
い
に
感

動
的
で
し
た
。
長
年
に
わ
た
っ
て
す

ば
ら
し
い
介
護
を
続
け
て
き
た
だ
け

で
な
く
、
最
期
の
場
面
で
も
孫
た
ち

に
し
っ
か
り
と
「
命
の
教
育
」
を
し

て
い
る
姿
に
、
こ
の
方
の
心
の
大
き

さ
と
や
さ
し
さ
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

家
と
い
う
日
常
生
活
の
場
で
最
期

を
迎
え
る
こ
と
は
、
こ
の
よ
う
な
形

で
、
一
緒
に
生
活
す
る
孫
や
ひ
孫
の

世
代
に
、
命
の
大
切
さ
と
生
き
る
こ

と
の
意
味
を
伝
え
て
い
く
儀
式
に
思

え
て
仕
方
が
あ
り
ま
せ
ん
。

立
派
な
宗
教
家
や
教
育
者
の
講
演

を
聴
い
て
も
、
マ
ス
コ
ミ
が
命
の
教

育
の
大
切
さ
を
論
じ
て
も
、
今
ひ
と

つ
ピ
ン
と
こ
な
い
の
は
、
当
然
で
し

ょ
う
。
命
の
大
切
さ
や
生
き
る
こ
と

の
意
味
は
、「
知
る
」
こ
と
で
は
な

く
「
感
じ
る
」
こ
と
だ
か
ら
で
す
。

た
だ
、
こ
の
こ
と
を
感
じ
る
こ
と

は
非
常
に
つ
ら
い
こ
と
で
も
あ
り
ま

す
。
亡
く
な
っ
た
方
の
小
学
生
の
ひ

孫
さ
ん
と
私
が
感
じ
て
い
る
つ
ら
さ

は
、
同
じ
種
類
な
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
看
取
る
こ
と
に
対
し
て
い
つ
ま

で
も
慣
れ
な
い
の
は
、
命
や
生
き
る

こ
と
を
学
ぶ
上
で
、
ま
だ
ま
だ
修
行

中
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

な
ご
み
診
療
所
　
　
1

77
・
２
７
５
３

※
電
話
受
付
は
８
時
30
分
か
ら
17
時
ま
で
で
す
。

な
ご
み
診
療
所

こ
ち
ら

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ

る
呼
吸
器
感
染
症
で
、
毎
年
、
冬
か
ら

春
先
に
か
け
て
流
行
し
ま
す
。
ま
ず
は

予
防
が
大
切
。
日
常
生
活
で
で
き
る
予

防
方
法
と
し
て
、
①
栄
養
と
休
養
を
十

分
取
る
②
人
ご
み
を
避
け
る
③
適
度
な

温
度
、
湿
度
を
保
つ
④
外
出
後
の
手
洗

い
う
が
い
の
励
行
⑤
マ
ス
ク
を
着
用
す

る
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
最
も
確
実
な

予
防
は
流
行
前
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受

け
る
こ
と
で
す
。

予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
り
に
く
く
す

る
こ
と
な
ど
は
で
き
ま
す
が
、
か
か
っ

た
か
な
？
と
思
っ
た
ら
で
き
る
だ
け
早

く
医
師
の
診
察
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

予
防
接
種
を
受
け
る
時
期

な
ご
み
診
療
所
で
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
種
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
抗

体
が
で
き
る
ま
で
に
３
〜
４
週
間
か
か

り
ま
す
の
で
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流

行
す
る
１
月
ま
で
に
免
疫
を
つ
け
て
お

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
予
防
し
よ
う
〜
診
療
時
間
外
の
接
種
も
実
施
〜

時間外インフルエンザ予防接種の予定表

11／22・29（土）

11月24（月・振替休日）

11／30（日）

12／6 （土）

12／28（日）

13：00～16：00

9：00～12：00

9：00～12：00

13：00～16：00

9：00～12：00

※11月24日と12月28日は休日当番医となり
ます。

（別表） く
た
め
に
、
12
月
ま
で
に
は
予
防
接
種

を
受
け
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
希

望
さ
れ
る
方
は
で
き
る
だ
け
事
前
に
電

話
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。
ワ
ク
チ
ン
が

不
足
す
る
年
も
あ
り
ま
す
の
で
、
な
る

べ
く
早
め
の
予
約
を
お
勧
め
し
ま
す
。

※
通
常
の
診
療
時
間
に
受
診
で
き
な
い

方
の
た
め
に
、
別
表
の
時
間
帯
で
も
接

種
し
ま
す
。
な
お
、
時
間
外
は
対
応
で

き
る
人
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
電

話
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。
空
き
が
あ

れ
ば
当
日
予
約
も
可
能
で
す
。
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こ
れ
か
ら
は
じ
ま
る
！
裁
判
員
制
度
Q
&
A
⑫

長寿医療制度
（後期高齢者医療制度）

■お問い合わせ先　なごみ保健課　177・1155（代）

楽しいイベントやおいしいものがいっぱい♪

高額な治療を長期間継続して受ける必要があ
る厚生労働大臣が指定する特定疾病

しっぺい

の場合、毎
月の自己負担は10,000円までとなります。
「特定疾病療養受療証」が必要となりますの

で、町の担当窓口（なごみ保健課）で申請して
ください。

厚生労働大臣が指定する特定疾病

●人口透析が必要な慢性腎不全

●先天性血液凝固因子障害の一部（血友病）

●血液凝固因子製剤の投与に起因するHIV感染症

●高額な治療を
長期間続けるときは・・・

と
　
き
　
　
11
月
９
日
（
日
）

９
時
〜
15
時
30
分

と
こ
ろ
　
　
総
合
運
動
公
園

内
　
容

「
カ
ニ
鍋
」ふ
る
ま
い（
５
０
０
食
）、

即
売
、
バ
ザ
ー
コ
ー
ナ
ー
、
ち
び

っ
こ
広
場
、
カ
ラ
ー
ボ
ー
ル
・
紅

白
も
ち
ま
き
な
ど
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

農
林
水
産
振
興
課
1
77
・
１
１
１
１

お
お
い
産
業
ま
つ
り

と
　
き
　
　
11
月
23
日
（
日
）

９
時
〜
15
時

と
こ
ろ
　
　
あ
き
な
い
館
前

内
　
容

じ
ね
ん
じ
ょ
即
売
会
、
ぼ
た
ん
鍋

販
売
、
じ
ね
ん
じ
ょ
山
か
け
そ
ば

販
売
、
太
鼓
演
奏
（
名
田
庄
太
鼓

保
存
会
）
な
ど
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

名
田
庄
商
会
㈱
　
1
67
・
２
２
７
２

じ
ね
ん
じ
ょ
ま
つ
り



「男の料理教室」は大島公民館で初の企画。13人が参加して、
かわはぎの煮付けやあら汁など魚介類を中心としたメニューを調
理しました。食材の魚は獲れたままの状態でしたが、参加者の多
くが漁師とあって魚の処理や包丁さばきはお手のもの。栄養バラ
ンスや味付けを学びながら、それぞれ役割分担を決めて手際よく
作業をこなしていました。調理の後はお楽しみの試食。自分たち
で作った料理の話で盛り上がり、教室は大成功に終わりました。

（9月16日　男の料理教室　はまかぜ交流センター）
8

男の料理見た目も味も◎

二見選手「大阪や名古屋での試合が多く、地元では初めてなの
でプレッシャーはありますが、頑張って勝ちたいと思います」

草木選手「地元でできるのでとても楽しみです。ぜひおおい町
の方にも試合に来ていただき、ボクシングに興味を持ってほし
い。負けることを考えないで、楽しく試合をやりたいです」

Ｔシャツにビー玉やボタン、割り箸をくくりつけて草木染
めを体験。自分たちで育てたマリーゴールドの花で色付する
と鮮やかな黄色に染まり、さまざまな模様が顔を出しました。
染まるおもしろさ、不思議さを体感した園児たちは「模様が
花火みたい～」と大喜びで友達と見せ合っていました。

（9月26日　草木染め体験　大飯幼稚園）

きれいな模様に染まったよ
理科のおもしろさを伝えようと県内各地を回っている「ちい

きサイエンス博士」が子どもたちに雲の作り方を伝授しました。
ペットボトルに少量の水を入れて圧縮ポンプで空気を送り込む
こと約30回、栓を抜きプシュッという音とともに白い「雲」が
出てくると子どもたちは興味津々の様子。「本当に雲ができると
信じていなかったのでびっくりした」と何回も雲を作って楽し
んでいました。

（9月29日　ふくいサイエンス寺子屋　名田庄児童館）

雲についてお勉強

11月9日に小浜市民体育館で開催のプロボクシングの試合に
出場が決まっている名田庄出身のプロボクサー、二見広信さん
（写真左）と草木保男さんが時岡町長を訪問し、試合での勝利
を誓いました。皆さん、当日はぜひ会場へ足を運んでいただき、
世界を目指すお二人に大きな声援をお願いします。

（9月30日　町出身プロボクサー表敬訪問　役場）

がんばれ！二見選手、草木選手！
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収穫したお米は今年5月に名田庄小学校の4、5年生児童たち
が植えたもの。5年生は授業でたびたび観察し成長を見守って
きました。今年はモチモチとした食感が特徴の「ニューヒカリ」
という珍しい品種の苗を植えました。草丈が短く刈りやすい品
種でもあり、児童たちは汗を流しながら一束一束、丁寧に刈り
取りました。自分たちで植えた苗が立派なお米をつけ、喜びも
ひとしお。「めっちゃ楽しかった！しっかり育ってくれてうれ
しい」と声を弾ませていました。収穫したお米は給食でおいし
くいただきました。

（9月17日　稲刈り体験　名田庄小学校横の田んぼ）

自分たちのお米が立派に成長

食育推進活動の一環で大飯中学校の2年生が魚の調理に挑
戦。大島漁協女性部の皆さんからアドバイスを受けながら、
イワシやアジをさばきました。初めて魚を調理する生徒がほ
とんどで、初めのうちは頭や内臓の処理などは顔をゆがめな
がら行っていましたが、次第に上達。「初めてだったので骨
を取り除いたり、3枚におろしたり苦労が多かった。家でも
やって覚えたい」とさらなる意欲を燃やしていました。

（9月30日　魚を調理しよう！　大飯中学校）

魚をさばくのは大変だ

全国各地のランナーがおおいの地で快走

小学生男子（2 ）
4位　田中　達也　7分27秒
5位　堂脇　純　　7分29秒

親子ファミリー（2 ）
4位　赤井　孝行・辰弥　8分25秒
5位　松本　和也・直樹　8分30秒

おめでとうございます 町民ランナー入賞者（敬称略）

小学生女子（2 ）
3位　松尾　優里　8分25秒
5位　福井寿々香　8分28秒
6位　笠井彩咲桜　8分31秒

中学生男子（3 ）
3位　早川　文人　 9分43秒
4位　板谷　一夢　10分17秒
5位　森　　雅希　10分36秒
6位　田中　弘大　10分38秒

一般男子（10 ）
2位　門野　勝也　36分31秒
3位　隠岐　志郎　36分40秒

一般女子（3 ）
5位　門野まゆみ　15分29秒

全国各地から過去最高となる637人の申し込みがあり、遠
くは高知県からのランナーも秋色に染まるコースを走り抜け
ました。自己記録に挑戦する人、完走を目標に楽しんで走る
人とさまざまでしたが、沿道からはすべてのランナーに温か
い声援が送られていました。
今回のゲストランナーはNTT西日本陸上競技部の大崎悟史

さん。大崎さんは「北京オリンピックでは悔しい思いをした
が皆さんに元気をもらった。これからも頑張って」と参加者
にエールを送っていました。
（9月28日　第3回おおい健康マラソン　あきない館前発着）

一般男子30歳未満（5 ）
3位　柿本　高志　23分21秒

一般男子30歳以上50歳未満（5 ）
4位　岡島　敏博　17分46秒

名田庄三重の橋本さん親子による元気いっぱいの選手宣誓で幕開け

した。（左から橋本萌乃さん、時生くん、和花さん、康則さん）
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木木 金金 土土

おおい町教育委員会
177-1150

名田庄事務支局
167-3701

詩吟クラブ
（紫州流日本明吟会）

代表者　糀谷 紫綸さん

お問い合わせは

サ～クル紹介

親子料理教室
（小学生親子対象）
9:30～
場所　ふるさと交流センター
負担金　1組500円
申込　佐分利公民館178-1211

8
絵手紙教室
時間　19:30～
講師　渡辺　淳 氏
場所　ふるさと交流センター
申込　佐分利公民館178-1211

8,22

郷土史料館特別展
「若狭の塩づくり

ーおおい町発掘50年史ー」
期間　11月1日～11月30日
場所　郷土史料館
入館無料

中央公民館
日本の童謡を歌おう
13:30～15:00
総合町民センター
講師　中尾雍子氏

15

記念講演会
13:30～15:00
場所　郷土史料館
講師　石部 正志 氏

ゲートボール教室
13:30～17:00
はまかぜ交流センター
対象　一般

第２回町民青戸ロードレース
受付　8:00～8:30
開会式　8:45
場所　総合運動公園
主催　(財)おおい町体育協会

22

宮崎勝之マンドリンLIVE
19:00（開場18:30）
場所　山村開発センター
料金　1,000円
主催　生涯学習推進委員会

29

無形文化財をみんなで残そう！（名田庄久坂分館活動）

久坂分館では、福井県の無形民俗文化財に指定
されている「名田庄文七踊」の保存に努め伝承し
ていこうと、毎年、文七踊大会の前に公民館で子
どもからお年寄りまでが集い練習会を行っていま
す。
その昔、盆踊りといえば文七踊だったと伝え聞

いております。それが時代と共にレコード踊りに

なり、今では盆踊りが続いている地域はごく
わずかとなっています。
文七踊は、農作業の所作（稲刈り、雀追い

など）を真似た農民踊りで、スローテンポの
難しい踊りですが、子どもたちにも参加し体
験してもらい、次代に残していきたいと考え
ています。

ブックスタート
場所　保健センターなごみ

（６ヶ月健診時に実施）
問い合わせ　大飯図書館

177-2820

読書会
「源氏物語を読む」

13:30～15:00
場所　名田庄図書館

13

時局講演会
10:00～
講師　坪川 常春 氏

（フリージャーナリスト）
場所　ふるさと交流センター
申込　佐分利公民館178-1211

ジュニアリーダー
大飯支部定例会
19:30～21:00
場所　総合町民センター

14

おおい町国際交流協会
日本語教室
19:30～21:00
場所　総合町民センター
申込　国際交流協会（教委）

13,27

熱心な練習が続きました。

私たちは名田庄下のあっとほ～
むいきいき館を拠点に、現在18人
で活動しております。会員を2班
に分け毎週、金・土曜日の午前9
時から11時までを練習時間として
おります。合同練習もございます。
毎年、名田庄文化祭・いきいき

フェア・その他各種イベントやボ
ランティア活動への出演の他、福
井本部の『吟咏会』・若狭本部の
新年会、昇段審査会・小浜市雲浜
の大会にも出演しております。
“詩吟”に興味のある方は、い

つでもお待ちしておりますので、
ご遠慮なさらず、いきいき館まで
お越しください。
あなたも吟じてみませんか！

■お問い合わせ：
名田庄事務支局（167-3701）

おおい、さわやかライフ講座

11月29日（土）
14:30開場　15:00開演

講師　西川 ヘレン 氏
大家族　ささえ愛

見守り愛
励まし愛

場所　総合町民センター
※入場は無料です。

15日
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月月 火火 水水日日
11月

ジュニアリーダー
大飯支部定例会
19:30～21:00
場所　総合町民センター

25

愛護センター
大飯支部巡回指導
17:00～
場所　ＪＲ若狭本郷駅周辺

17,28
嶺南地方子どもまつり
チャレンジキッズスクエア
10:00～
場所　若狭町三方体育館
※事前に申込が必要です。
申込　おおい町子ども会事務局

16

紙しばいの作り方講習会
10:00～11:30
場所　名田庄図書館

30
多聞の会
「放射線について」
13:00～15:00
講師　甲斐 倫明 氏
場所　山村開発センター

ブックスタート
ブランケットファミリー
10:00～11:30
場所　名田庄図書館

2

布絵本の会
9:30～11:30
場所　名田庄図書館

10

町民文化祭に向けてがんばっています（文化少年団活動）

文化少年団では、町民文化祭で披露する囲碁・琴・お茶
を猛特訓中。文化祭まで残りわずかになってきて団員のみ
んなも真剣。
初めて練習したときから比べると琴の音色もだんだんと

きれいに響き、囲碁の子どもたちは、碁石をおく姿がさま
になってきたりと目に見えて上達していっています。

茶道は、普段身にふれな
い作法という事もあって、
苦労が一番伝わってきます。
それでも文化祭で来場者の
皆様に楽しんでもらえるよう団員は、一生懸命。文化祭当
日は、ぜひ団員の活躍を見に来て下さい。

4日、11日、25日
◆幼児・児童コース　19:00～19:45
◆一般コース　20:00～21:00
場所　総合町民センター
講師　リード・ウォレン氏、

ハルフォード・トレーシー氏

中
央
公
民
館

英
会
話
教
室

バドミントン教室
8日、15日、22日、29日
9:00～11:00
場所　大島小学校体育館
対象　大島小学校2～6年生

フィットネス教室
7日、14日、21日、28日
19:30～21:00
場所　はまかぜ交流センター
対象　一般
講師　アクアスポーツ（株）

4,6,11,13,18,20,25,27日
時間　19:30～21:00
場所　名田庄体育館
対象　小学5,6年生
※事前に申込が必要です。（名田庄事務支局）

おおい町民劇団　おおいなる一座
公演「びわおばん2 ～じゃんの遺言～」
時間　19:00～20:30
場所　総合町民センター　大ホール



福井県最低賃金の改正
時間額 670円
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お
知
ら
せ

■おおい町役場
177-1111（代）

（教育委員会事務局）
177-1150
■名田庄総合事務所
167-2222（代）

（総務管理課）
167-2222

（郷づくり室）
167-2224

（住民サービス室）
167-2223

（教育委員会事務局　　　　
名田庄事務支局）

167-3701

■保健福祉ｾﾝﾀｰ「なごみ」
（なごみ保健課）

177-1155（代）

■あっとほ～むいきいき館
（保健福祉室）

167-2000（代）

■ iネットぴあプラザ
（電子情報課）

177-9030

NEWS＆
INFORMATION

認
知
症
の
相
談
窓
口

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

1
77
・
１
１
５
５

認
知
証
は
誰
に
で
も
起
こ
り
う

る
脳
の
病
気
で
す
。「
認
知
症
か

な
？
」
と
思
っ
た
ら
、
で
き
る
だ

里
親
さ
ん
募
集

嶺
南
振
興
局
敦
賀
児
童
相
談
所

1
０
７
７
０
・
22
・
０
８
５
８

さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に
よ
り
家
庭

で
生
活
で
き
な
い
子
ど
も
た
ち
に
、

温
か
い
愛
情
と
家
庭
的
な
環
境
を

提
供
し
、
養
育
し
て
い
た
だ
け
る

熱
意
の
あ
る
方
で
あ
れ
ば
、
ど
な

た
で
も
結
構
で
す
。
敦
賀
児
童
相

談
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

11
月
11
日
か
ら
17
日
は

「
税
を
考
え
る
週
間
」

小
浜
税
務
署

1
52
・
１
０
０
８

e
｜
T
a
x
（
イ
ー
タ
ッ
ク
ス
）

を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

e
｜
T
a
x
は
、
国
税
に
関
す

る
各
種
手
続
①
所
得
税
、
法
人
税
、

消
費
税
、
酒
税
お
よ
び
印
紙
税
の

申
告
②
全
税
目
の
納
税
③
申
請
・

届
出
な
ど
、
が
自
宅
や
オ
フ
ィ
ス
か

ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
通
じ
て

行
う
こ
と
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

特
に
源
泉
所
得
税
の
毎
月
納
付

楽
・
ら
く
介
護
講
座
受
講

生
募
集

認
知
症
に
つ
い
て
正
し
い
知
識

を
持
ち
、
誰
も
が
穏
や
か
に
暮
ら

せ
る
関
わ
り
方
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

「
認
知
症
高
齢
者
の
お
世
話
の

仕
方
」

と
　
き

11
月
11
日(

火)

13
時
30
分
〜
16
時

と
こ
ろ

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ご
み
　

講
　
師

芦
田
秀
幸
氏
（
介
護
福
祉
士
）

申
し
込
み

嶺
南
地
域
福
祉
相

談
・
介
護
実
習
普
及
セ
ン
タ
ー
（
1

52
・
７
８
３
２
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
52
・
７

８
３
４
）
へ
。

職
場
の
ト
ラ
ブ
ル
で
悩
ん

で
い
ま
せ
ん
か
？

解
雇
、
配
置
転
換
、
セ
ク
ハ
ラ
、

嫌
が
ら
せ
な
ど
、
職
場
の
ト
ラ
ブ

ル
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

労
働
局
が
解
決
の
お
手
伝
い
を

し
ま
す
。
福
井
労
働
局
総
合
労
働

相
談
コ
ー
ナ
ー
（
1

０
７
７
６
･

22
・
３
３
６
３
）
ま
で
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
を
開
始

な
ご
み
保
健
課

1
77
・
１
１
５
５

保
健
福
祉
室
　

1
67
・
２
０
０
０

町
で
は
65
歳
以
上
の
方
を
対
象

に
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

を
実
施
し
ま
す
。
接
種
期
間
は
、

平
成
20
年
12
月
29
日
ま
で
で
す
。

対
象
に
な
る
方
に
は
案
内
文
を
お

送
り
し
て
い
ま
す
の
で
、
希
望
さ

れ
る
方
は
医
療
機
関
で
受
け
て
く

だ
さ
い
。

ま
た
、
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の

方
で
、
心
臓
・
腎
臓
・
呼
吸
器
の

機
能
に
日
常
生
活
が
制
限
さ
れ
る

ほ
ど
の
障
害
が
あ
る
方
も
対
象
に

な
り
ま
す
の
で
、
な
ご
み
保
健
課

ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

漁業センサスは、5年ごとに我が国の水産業の実態

を明らかにする“水産業の国勢調査”ともいうべき大

切な調査です。調査結果は、国や福井県、おおい町の

水産行政施策の推進のための大切な資料となります。

調査対象となる世帯・事業所の方には、10月下旬に

調査員が調査票の記入のお願いに伺います。調査した

内容は統計資料作成のためだけに使用し、その他の目

的に使用することは一切ありませんので安心して調査

票に記入いただき、調査へのご協力をお願いします。

平成20年11月1日現在で2008年漁業センサスを
実施します。調査対象となる海面漁業に係る漁業
経営体の世帯・事業所および漁業協同組合の方は
調査票の記入をお願いします。

2008年 にご
協力
を

必ずチェック最低賃金！使用者も労働者も

平成20年10月22日より福井県内す
べての労働者に改正された福井県最
低賃金が適用されます。

福井労働局 10776・22・2691

け
早
く
、
相
談
窓
口
・
医
療
機
関

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

身
近
な
専
門
窓
口

認
知
症
に
関
す
る
相
談
、
介
護
の

お
悩
み
な
ど
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
な
ご

み
保
健
課
内
）
1
77
・
１
１
５
５

や
消
費
税
の
中
間
申
告
・
納
付
な

ど
、
利
用
回
数
の
多
い
手
続
き
に

は
便
利
で
す
。



人　身
死　者
傷　者
物　損
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1
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本　年
（平成20年9月30日現在）

13

と　き：11月20日（木）

13時～15時　

ところ：総合町民センター

名田庄山村開発センター

日頃の悩みごと、いじめ、不登校、体罰、

その他人権に関する相談に人権擁護委員が応

じています。相談は無料で秘密は固く守られ

ますのでご安心ください。

人 権 相 談

一
白
水
星

い
っ
ぱ
く
す
い
せ
い

本
月
の
運
気
は
他
人
か
ら
見
え
る

ほ
ど
向
上
は
し
て
お
ら
ず
内
面
は
耐

え
に
耐
え
る
ほ
ど
の
忍
耐
が
求
め
ら

れ
る
。
挫
け
る
こ
と
な
く
ひ
ら
す
ら

前
途
に
希
望
を
抱
き
努
力
が
第
一
。

☆
一
白
水
星

明
42
生
／
大
７
生
／
昭
２
、
11
、
20
、
29
、
38
、
47
、
56
生
／
平
２
、
11
、
20
生

☆
二
黒
土
星

明
41
生
／
大
６
生
／
昭
１
、
10
、
19
、
28
、
37
、
46
、
55
生
／
平
１
、
10
、
19
生

☆
三
碧
木
星

明
40
生
／
大
５
、
14
生
／
昭
９
、
18
、
27
、
36
、
45
、
54
、
63
生
／
平
９
、
18
生

☆
四
緑
木
星

大
４
、
13
生
／
昭
８
、
17
、
26
、
35
、
44
、
53
、
62
生
／
平
８
、
17
生

☆
五
黄
土
星
　
大
３
、
12
生
／
昭
７
、
16
、
25
、
34
、
43
、
52
、
61
生
／
平
７
、
16
生

☆
六
白
金
星
　
大
２
、
11
生
／
昭
６
、
15
、
24
、
33
、
42
、
51
、
60
生
／
平
６
、
15
生

☆
七
赤
金
星
　
大
１
、
10
生
／
昭
５
、
14
、
23
、
32
、
41
、
50
、
59
生
／
平
５
、
14
生

☆
八
白
土
星
　
明
44
生
／
大
９
生
／
昭
４
、
13
、
22
、
31
、
40
、
49
、
58
生
／
平
４
、
13
生

☆
九
紫
火
星

明
43
生
／
大
８
生
／
昭
３
、
12
、
21
、
30
、
39
、
48
、
57
生
／
平
３
、
12
生

三
碧
木
星

さ
ん
ぺ
き
も
く
せ
い

本
月
の
運
気
は
や
や
下
降
を
示
し
、

思
わ
ぬ
手
違
い
よ
り
損
失
を
蒙
る
事

が
考
え
ら
れ
る
。
何
事
も
慎
重
に
対

応
し
、
軽
挙
を
慎
み
、
堅
実
に
行
動

す
れ
ば
損
失
も
意
外
と
軽
い
。

二
黒
土
星

じ
こ
く
ど
せ
い

本
月
の
運
気
は
あ
ま
り
期
待
の
持

て
ぬ
月
と
な
る
。
と
か
く
進
退
に
迷

い
が
生
じ
や
す
く
物
事
の
運
び
が
停

滞
気
味
と
な
る
。
勇
気
と
責
任
は
自

身
の
責
任
で
行
動
が
必
要
。

六
白
金
星

り
く
は
く
き
ん
せ
い

本
月
の
運
気
は
進
展
し
て
い
る
も

の
の
、
本
格
的
に
は
あ
ら
ず
表
面
上

に
過
ぎ
ぬ
。
好
機
の
感
も
見
ら
れ
る

が
今
は
敢
え
て
見
逃
す
の
が
賢
作
。

忍
耐
も
大
切
な
運
気
の
一
つ
。

五
黄
土
星

ご
お
う
ど
せ
い

本
月
の
運
気
は
色
々
と
迷
い
の
多

い
月
。
各
所
か
ら
の
相
談
事
も
寄
せ

ら
れ
る
が
深
入
り
は
禁
物
。
常
識
的

な
判
断
の
域
を
保
つ
の
が
賢
明
。
遠

方
へ
の
移
転
、
旅
行
も
控
え
る
こ
と
。

四
緑
木
星

し
ろ
く
も
く
せ
い

本
月
の
運
気
は
一
大
転
機
を
迎
え

て
い
る
。
慎
重
な
行
動
が
大
事
。
軽

率
な
行
動
や
独
走
は
禁
物
万
事
に
手

堅
く
事
を
為
し
、
信
用
の
回
復
を
心

掛
け
る
こ
と
が
肝
要
。

七
赤
金
星

し
ち
せ
き
き
ん
せ
い

本
月
の
運
気
は
上
昇
し
た
も
の
の

未
だ
本
格
的
で
は
な
く
内
実
は
苦
し

い
。
い
ま
は
ま
だ
大
き
な
事
に
は
手

を
貸
さ
ぬ
方
が
賢
作
。
そ
の
機
に
至

ら
ぬ
。
好
機
を
待
ち
一
気
に
進
め
。

八
白
土
星

は
っ
ぱ
く
ど
せ
い

本
月
の
運
気
は
い
さ
さ
か
不
安
定

な
時
期
も
あ
り
、
心
の
落
ち
着
か
ぬ

日
々
も
多
く
あ
る
。
焦
り
は
禁
物
、

気
を
落
ち
着
け
て
周
囲
の
動
向
を
観

察
し
計
画
の
再
検
討
も
必
要
。

九
紫
火
星

き
ゅ
う
し
か
せ
い

本
月
の
運
気
は
至
っ
て
幸
運
の
月

で
あ
り
物
事
の
進
展
も
早
い
。
そ
れ

だ
け
に
乗
り
遅
れ
も
多
く
折
角
の
好

機
を
見
逃
す
事
も
あ
る
。
周
辺
の
情

報
収
集
に
は
万
全
の
策
が
必
要
。

※立春が新しい年の第1日となるため、1月と2月上旬生まれは前の年の運気とみます。 ～暦会館提供～

11月の運気
（11月7日～12月6日まで）

2011年7月のアナログ放送終了に
備えたコンバータ（STB）購入助成
が33月月末末で終了します

大飯地域のコンバータ（STB）購入助成期限が
来年3月末までです。
まだ、助成を受けておられない方につきましては、
期限までにご購入ください。

お問い合わせ先 電子情報課 177・9030

●と　き　平成21年1月11日（日）
10時～

●ところ　おおい町総合町民センター

お問い合わせ先 教育委員会事務局 177・1150
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大飯発電所 出　力 営業運転開始 発電電力量 発電日数

1号機

2号機

3号機

4号機

117.5万KW

117.5万KW

118万KW

118万KW

昭和54年3月

昭和54年12月

平成3年12月

平成5年2月

2,017.1億ｋWｈ

1,415.7億ｋＷｈ

1,396.3億ｋＷｈ

7,301日

平　成　20 年

10月 11月

7,783日

5,018日

4,929日

※発電電力量および日数は平成20年9月末日現在の数値です。

2,161.8億ｋＷｈ

本格運転中

本格運転中

第13回定期検査中

第12回定期検査中

大
飯

と
ぴ
っ
く
す

発
電
所

Topics

大
飯
発
電
所
3
号
機
の

定
期
検
査
状
況

大
飯
発
電
所
３
号
機
は
、
第
13

回
定
期
検
査
中
、
原
子
炉
容
器
出

入
口
管
台
（
計
８
箇
所
）
溶
接
部

の
ウ
ォ
ー
タ
ー
ジ
ェ
ッ
ト
ピ
ー
ニ

ン
グ
工
事
（
※
）
準
備
の
た
め
、

溶
接
部
の
内
面
に
傷
な
ど
が
な
い

か
を
確
認
す
る
検
査
を
実
施
し
た

と
こ
ろ
、
Ａ
出
口
管
台
の
内
側
溶

接
部
１
箇
所
で
傷
が
あ
る
こ
と
を

確
認
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
表
面

を
削
る
工
事
を
４
月
22
日
か
ら
開

始
、
８
月
23
日
に
板
厚
約
53
・
６

ミ
リ
メ
ー
ト
ル
で
傷
が
な
い
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
。

調
査
の
結
果
、
次
の
理
由
に
よ

り
応
力
腐
食
割
れ
が
発
生
し
た
も

の
と
推
定
し
ま
し
た
。

○
当
該
部
が
高
温
の
１
次
冷
却
材

水
質
環
境
で
あ
っ
た
こ
と

○
応
力
腐
食
割
れ
の
感
受
性
が
あ

る
６
０
０
系
ニ
ッ
ケ
ル
基
合
金
が

材
料
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と

○
原
子
炉
容
器
製
造
時
に
機
械
加

工
を
行
っ
た
こ
と
に
よ
り
引
張
残

留
応
力
が
発
生
し
た
こ
と

こ
の
こ
と
か
ら
、
Ａ
ル
ー
プ
出

口
管
台
溶
接
部
に
つ
い
て
は
、
研

削
部
を
含
め
た
管
台
溶
接
部
内
表

面
に
対
し
て
、
応
力
腐
食
割
れ
に

対
す
る
予
防
保
全
対
策
と
し
て
、

ウ
ォ
ー
タ
ー
ジ
ェ
ッ
ト
ピ
ー
ニ
ン

グ
工
事
を
実
施
し
ま
す
。（
Ａ
ル
ー

プ
出
口
管
台
溶
接
部
以
外
の
出
入

口
管
台
溶
接
部
に
つ
い
て
は
、
既

に
実
施
し
て
い
ま
す
）

更
に
、
信
頼
性
向
上
の
た
め
、

６
９
０
系
ニ
ッ
ケ
ル
基
合
金
を
用

い
た
肉
盛
溶
接
補
修
の
具
体
的
工

法
等
を
検
討
し
、
次
回
定
検
時
に

実
施
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

大
飯
３
号
機
は
、
当
該
部
位
の

ウ
ォ
ー
タ
ー
ジ
ェ
ッ
ト
ピ
ー
ニ
ン

グ
工
事
を
実
施
し
た
後
、
健
全
性

を
確
認
す
る
た
め
、
１
次
系
冷
却

材
系
統
の
耐
圧
漏
え
い
検
査
等
を

行
い
、
11
月
上
旬
に
原
子
炉
を
起

動
す
る
予
定
で
す
。

（
※
）
ウ
ォ
ー
タ
ー
ジ
ェ
ッ
ト
ピ
ー
ニ
ン
グ
工
事：

金
属
表
面
に

高
圧
ジ
ェ
ッ
ト
水
を
吹
き
付
け
る
こ
と
に
よ
り
、
金
属
表
面
の

応
力
を
変
化
さ
せ
、
腐
食
し
に
く
い
状
態
に
す
る
工
事
。

原子炉容器概略図

原子炉容器を上から見た概要図

出口管台

出口管台 出口管台

入口管台

入口管台

入口管台

入口管台

Cループ

Bループ
Aループ

Dループ

出口管台

管台

ウォータージェット
ピーニング
施工箇所



（－ 1）15

総人口 9,046 （－ 3）
（－12）
（＋ 9）女

4,388男
4,658

世帯数 3,195

平成20年10月1日現在　（ ）は前月比

まちの人口

窓戸籍の
平成20年 9月12日から

10月8日届出まで

（敬称略）

■納田終・井上・中地区 11日(火)・21日(金)・27日(木)

■坂本・西谷地区 4日(火)・14日(金)・20日(木)

■下久田・久坂・下地区 6日(木)・18日(火)・28日(金)

■三重・小倉・美川地区 7日(金)・13日(木)・25日(火)

名　前　　 性別　　 保護者　　　 住所

森口　若奈
わかな

女　 晴樹・真理子　 名田庄井上

鈴木　凛子
りんこ

女　 元浩・笑子　　 7 区

福尾　優里
ゆうり

女　 和久・仁美　　 万願寺

中川　飛陽
ひなた

男　 美文・千春　　　福　谷

桝田　紗希
さ き

女　 敏弘・恭恵　　 1の1区

赤ちゃん

お誕生おめでとうございます。元気にすくすく育ってください。

名　前　　　　 住所（ ）は旧姓・旧住所

木村　文保　 1の1区
(片山）千嘉　 （小浜市）

たかさご

ご結婚おめでとうございます。いつまでもお幸せに。

名　前　　 年齢　 性別　　 住所

猿橋　ふさ　　 101歳　　 女　　 3   区

下野　は末　　　 93歳　　 女　　 名田庄井上

垣本　直人　　　 59歳　 男　 岡　安

光清　タツ　 92歳　 女　 名田庄西谷

森　　保良　　　 65歳　 男　 岡　田

知見　 夫　　　 86歳　　 男　　 名田庄小倉

正木　力雄　　　 82歳　 男　 岡　安

中野　俊二　 75歳　 男　 名田庄挙野

垣内　千鶴子　　 83歳　 女　 名田庄西谷

谷口　廣　　 85歳　 男　 鹿　野

おくやみ

ごめい福をお祈りします。

あっとほ～むいきいき館

福祉バス運行表

なな ごご みみ

いきいきいきいき
11月

■乳幼児健康診査
2か月児・6か月児・1歳児健診
1歳6か月児健診
2歳児健診

■乳幼児予防接種

ＢＣＧ
■精神保健相談・ミニデイケア
■リハビリ相談
■ふれあいのつどい
■すくすく広場
■マタニティセミナー

13日(木)
19日(水)
27日(木)

7日(金）

28日(金)
28日(金)
12日(水）
21日(金）
11日(火）

なごみ保健課　1177-1155（代）

保健福祉センター「なごみ」

■乳幼児健康診査
1歳6か児・3歳児健診

■乳幼児予防接種

ＢＣＧ

■すくすく広場
■一般健康相談
■老人クラブ健康相談

（あまご山会館）
（坂本開発センター）
（三重集会場）
■ふれあいのつどい
■リハビリ相談

■秋の住民健診
（あっとほ～むいきいき館）

6日(木)

5日(水)
14日(金)
毎週木曜日

12日(水)
18日(火)
26日(水)
19日(水)
7日(金)
21日(金)

13日(木)

保健福祉室　1167-2000
あっとほ～むいきいき館
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▼
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
に
入
選
さ

れ
た
方
々
の
ほ
と
ん
ど
は
、
ス
ー

パ
ー
大
火
勢
が
終
わ
る
と
す
ぐ
に

来
年
の
撮
影
に
向
け
て
構
図
の
イ

メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ
る
の
だ
と

か
。「
最
初
は
正
直
、
賞
金
目
的

も
あ
っ
た
け
ど
今
は
ス
ー
パ
ー
大

火
勢
に
込
め
ら
れ
た
想
い
、
ド
ラ

マ
を
し
っ
か
り
写
し
た
い
」
と
い

う
大
火
勢
に
対
す
る
思
い
入
れ
の

強
さ
が
印
象
的
で
し
た
。
▼
今
年

も
お
お
い
町
民
文
化
祭
で
町
民
劇

団
「
お
お
い
な
る
一
座
」
が
新
作

劇
を
演
じ
ま
す
。
▼
今
回
は
、
昨

年
演
じ
た
「
ビ
ワ
お
ば
ん
」
の
続

編
と
な
る
「
ビ
ワ
お
ば
ん
２
〜
じ

ゃ
ん
の
遺
言
〜
」。
何
だ
か
気
に

な
る
タ
イ
ト
ル
で
す
ね
ぇ
。
11
月

２
日
の
午
後
７
時
開
演
。
毎
回
、

会
場
は
満
席
と
大
人
気
で
す
。
ま

だ
見
た
こ
と
な
い
方
は
ぜ
ひ
一

度
。
笑
い
と
感
動
が
あ
な
た
を
待

っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
（
森
）

編
集
後
記

  

おおい町文化財巡り～その17～

鹿
野
の
六
斎
念
仏
は
、
江
戸
時
代
の
元
禄
げ
ん
ろ
く

期
（
一
六
八
八
〜
一

七
〇
四
）
か
ら
の
伝
承
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

念
仏
だ
け
で
踊
は
な
く
、
念
仏
の
曲
目
に
は
、
四
遍
し
せ
ん

（
埋
葬
の

と
き
）、
白
昧
は
く
ま
い

（
行
進
の
と
き
）、
六
斎
ろ
く
さ
い

（
各
家
を
回
る
と
き
の

棚
念
仏

た
な
ね
ん
ぶ
つ

用
の
曲
で
門
念
仏

か
ど
ね
ん
ぶ
つ
と
も
い
う
）
の
三
曲
が
あ
り
ま
す
。

六
斎
念
仏
は
一
月
と
八
月
に
行
わ
れ
ま
す
。
一
月
は
仏
法
始

ぶ
っ
ぽ
う
は
じ
め

と
呼
ば
れ
、
区
内
の
佛
燈
寺

ぶ
っ
と
う
じ

に
集
ま
り
六
斎
念
仏
を
奏そ
う

し
て
年
の

始
め
を
祈
念
し
ま
す
。
八
月
十
四
日
は
、
区
の
西
端
に
あ
る
六
地

蔵
前
で
六
斎
念
仏
を
奏
し
た
後
、
各
家
を
門
念
仏
を
し
て
回
り
ま

す
。
仏
壇
が
見
え
る
縁
側
の
外
か
ら
六
斎
念
仏
を
奏
し
ま
す
が
、

鉦
を
打
つ
者
は
屋
内
へ
上
が
り
、
仏
前
で
導
師
を
つ
と
め
ま
す
。

過
去
一
年
に
新
仏
の
あ
る
初
盆
の
家
で
は
、
六
斎
念
仏
を
奏
し
た

後
、
新
仏
の
追
善
つ
い
ぜ
ん

供
養
の
た
め
、
も
う
一
度
六
斎
念
仏
を
奏
し
ま

す
。
各
家
を
回
り
終
わ
っ
た
後
、
区
の
中
央
に
あ
る
観
音
堂
で
六

斎
念
仏
を
奏
し
て
納
め
ま
す
。
八
月
十
五
日
は
、
佛
燈
寺
で

施
餓
鬼
法
要

せ
が
き
ほ
う
よ
う

が
行
わ
れ
ま
す
が
、
法
要
が
終
わ
る
と
六
斎
念
仏
を

詠
唱

え
い
し
ょ
うし
て
供
養
し
ま
す
。

福井県指定無形民俗文化財

六斎念仏
ろくさいねんぶつ

（鹿野
しか の

）
鹿野六斎念仏保存会

お問い合わせ先／
おおい町立郷土史料館　177-2820

おおい町鹿野


